
『
謡
秘
伝
抄
」
は
、
本
学
山
岸
文
庫
所
蔵
の
謡
伝
言
で
あ
る
。
本
耆
は
、
縦
狐
、
×
横
咄
叩
の
綴
葉
装
の
写
本
で
、
料
紙
は
や
や
厚
手
の
烏

子
紙
で
あ
る
。
表
紙
に
は
金
箔
が
施
さ
れ
て
、
枝
に
烏
の
絵
柄
が
あ
る
。
墨
付
十
四
丁
、
片
面
十
四
～
十
六
行
書
き
、
一
行
あ
た
り
十
八
～
二

十
八
字
程
で
、
銀
の
切
箔
を
置
い
た
前
遊
紙
（
一
丁
）
と
白
紙
の
後
遊
紙
（
二
丁
）
が
あ
る
。
印
記
は
「
山
岸
文
庫
」
の
長
形
朱
角
印
で
、
表

紙
と
前
遊
紙
に
あ
る
。
書
名
は
、
表
紙
の
中
央
上
方
の
題
篭
（
邸
、
×
翠
凹
に
「
謡
秘
傳
抄
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
内
題
に
は
「
秘
密
傳
」

と
あ
る
。
奥
耆
は
、
「
右
之
條
猶
、
、
覚
違
間
ち
か
ひ
も
可
有
候
得
共
、
諸
人
の
噺
り
を
も
不
恥
、
耆
附
申
候
。
併
、
一
色
も
私
に
作
候
而
害
附

事
、
努
歯
、
無
之
候
。
古
人
の
書
物
共
を
以
、
垣
田
又
右
衛
門
、
其
外
方
魁
、
致
執
心
候
而
、
相
尋
口
伝
受
候
通
、
少
も
無
他
言
害
あ
か
し
申
候
。

（
マ
マ
）

更
ノ
ー
御
他
見
有
間
舗
物
也
。
以
上
・
」
（
１
）
と
、
「
此
耆
、
当
国
武
田
大
膳
大
夫
殿
一
人
相
伝
の
旨
よ
り
外
、
有
之
間
敷
候
。
観
世
家
之
秘

密
之
言
也
。
」
（
Ⅱ
）
に
続
い
て
「
日
吉
弥
右
衛
門
権
守
空
庵
入
道
寛
文
五
乙
巳
卯
月
日
」
（
Ⅲ
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

調
査
報
告
四
十
一
’
二

｜
、
奎
日
圭
一
恥

山
岸
文
庫
蔵
「
謡
秘
伝
抄
』

解
題

山
本
和
加
子
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さ
て
、
そ
う
し
た
奥
書
の
存
在
と
「
先
さ
し
寄
て
誰
も
御
謡
大
事
の
物
と
申
侍
り
候
」
の
一
文
か
ら
始
ま
る
写
本
『
謡
秘
伝
抄
』
は
、
武
川

大
膳
大
夫
相
伝
の
観
世
の
秘
書
と
さ
れ
た
謡
伝
言
の
版
本
『
謡
之
秘
書
」
の
内
容
と
酷
似
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
書
の
書
名
は
「
謡
秘
伝
抄
」

（
内
題
「
秘
密
傳
」
）
だ
が
、
全
体
を
通
観
す
る
と
、
「
謡
之
秘
書
」
と
の
密
接
な
関
係
が
推
測
で
き
る
。
『
謡
之
秘
書
」
は
、
慶
安
五
年
（
一
六

五
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
謡
伝
言
で
、
国
立
国
会
図
書
館
・
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
・
同
鴻
山
文
庫
・
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
な
ど
、
多
数
の

伝
本
が
知
ら
れ
て
い
る
。
先
行
の
謡
伝
書
の
説
が
多
く
て
、
特
に
独
自
の
新
説
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
謡
の
基
本
を
音
曲
道
歌
や
図
に
よ

っ
て
多
面
的
・
具
体
的
に
説
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
江
戸
期
の
謡
伝
言
の
特
色
を
考
え
る
上
で
重
要
な
伝
言
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
慶
安
五
年
の
版
本
の
「
謡
之
秘
聿
旦
に
つ
い
て
は
、
『
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書
・
国
言
篇
第
三
十
七
巻
・
能
楽
資
料
集
二
」
（
平

成
６
年
刊
）
の
表
き
よ
し
氏
の
解
題
が
詳
し
い
。
表
氏
の
「
解
題
」
を
要
約
す
る
と
、
慶
安
五
年
刊
「
謡
之
秘
書
」
に
は
、
同
系
統
の
諸
本
と

し
て
慶
安
三
年
（
一
六
五
○
）
版
本
「
謡
花
伝
言
』
（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
）
と
寛
延
四
年
（
一
七
五
二
奥
書
の
写
本
「
謡
書
」
（
鴻

山
文
庫
蔵
、
「
大
野
本
」
と
呼
称
）
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
に
は
出
入
り
が
見
ら
れ
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
三
本
は
同
じ
祖
本
か
ら

転
写
さ
れ
た
別
個
の
写
本
に
基
づ
い
て
い
る
ら
し
い
。
と
り
わ
け
て
「
大
野
本
」
は
、
そ
の
奥
書
の
形
か
ら
他
の
二
本
よ
り
も
先
行
す
る
写
本

か
ら
の
転
写
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
「
謡
之
秘
書
」
関
連
の
版
本
・
写
本
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
山
岸
文
庫
蔵
の
写
本
「
謡
秘
伝
抄
』
の
特

色
は
、
慶
安
版
本
『
謡
之
秘
書
」
と
比
べ
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
と
言
え
よ
う
。

二
、
慶
安
版
本
「
謡
之
秘
書
』
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四十一一二山岸文庫蔵『謡秘伝抄』解題

こ
の
「
日
吉
空
庵
」
と
い
う
人
物
は
、
「
四
座
役
者
目
録
』
（
わ
ん
や
書
店
刊
・
能
楽
史
料
第
六
編
）
の
「
近
代
観
世
方
連
師
手
之
事
」
に

日
吉
空
庵
黒
雪
ノ
連
ヲ
ス
ル
。
丹
波
二
住
ス
。
観
世
ノ
本
ツ
レ
筋
ニ
テ
ハ
ナ
シ
。
親
ハ
、
弥
右
衛
門
卜
云
テ
、
狂
言
ヲ
ス
ル
。
小
次
郎

元
頼
ナ
ド
ト
、
色
々
セ
リ
フ
云
ダ
ル
事
ア
リ
。
。
：
。
：
子
ノ
空
庵
モ
、
初
ニ
ハ
、
狂
言
ヲ
ス
ル
。
京
ニ
テ
、
サ
イ
ノ
ー
勧
進
能
ヲ
ス
ル
。

声
ハ
、
堅
メ
ナ
好
声
也
。
能
ハ
下
手
也
。
八
十
斗
ニ
テ
果
ル
。

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
日
吉
空
庵
に
つ
い
て
は
、
片
桐
登
氏
の
詳
細
な
御
考
察
が
あ
る
（
「
猿
楽
「
日
吉
座
」
考
（
上
中
下
ご
『
能
楽
研
究
」

第
６
．
７
．
９
号
、
昭
和
髄
・
師
・
弱
年
）
・
以
下
に
要
点
だ
け
を
記
す
と
、
ま
ず
日
吉
弥
右
衛
門
（
初
め
弥
三
郎
）
は
、
松
尾
御
霊
社
に
参

勤
し
て
い
た
丹
波
日
吉
座
の
狂
言
役
者
で
あ
り
、
空
庵
の
父
弥
右
衛
門
は
狂
言
役
者
で
あ
っ
た
。
空
庵
も
当
初
は
狂
言
を
演
じ
て
い
た
ら
し
い

が
、
天
正
・
文
禄
年
代
に
弥
三
郎
・
弥
右
衛
門
の
名
で
観
世
座
の
ワ
キ
、
慶
長
十
年
前
後
数
年
間
に
日
吉
弥
右
衛
門
の
名
で
観
世
の
ツ
レ
を
数

多
く
勤
め
て
い
る
。
『
四
座
役
者
目
録
』
が
記
載
す
る
よ
う
に
、
空
庵
は
、
狂
言
か
ら
ワ
キ
、
や
が
て
観
世
黒
雪
の
ツ
レ
を
勤
め
る
よ
う
に
な

あ
る
。
た
だ
『
謡
秘
伝
抄
』
で
匹

五
）
卯
月
日
」
の
年
記
が
あ
る
。

｛
奥
書
〕『

謡
之
秘
書
」
の
奥
書
（
Ｉ
．
Ⅱ
）
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
は
仮
託
で
あ
り
、
Ⅱ
は
「
大
野
本
」
が
原
形
で
『
謡
之
秘
聿
呈
は
そ
れ
を
簡
略
化
し
、

「
謡
花
伝
言
」
は
Ｉ
と
Ⅱ
の
二
個
所
の
記
載
を
お
か
し
い
と
感
じ
て
Ｉ
の
一
つ
に
絞
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
「
解
題
」
）
・
本
書

の
奥
書
に
は
、
八
木
但
馬
・
河
井
宗
以
の
名
は
な
い
も
の
の
、
垣
田
又
右
衛
門
と
記
し
て
『
謡
之
秘
書
」
（
Ｉ
．
Ⅱ
）
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
で

あ
る
。
た
だ
『
謡
秘
伝
抄
」
で
は
前
述
（
１
頁
）
の
如
く
、
続
い
て
「
日
吉
弥
右
衛
門
権
守
空
庵
入
道
」
の
署
名
と
「
寛
文
五
乙
巳
（
一
六
六

三
、
奥
書
と
本
文
の
異
同
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本
書
と
慶
安
五
年
版
本
『
謡
之
秘
書
』
を
比
較
す
る
と
、
顕
著
な
相
違
は
一
シ
害
の
記
載
の
順
番
で
あ
る
。
翻
刻
の
際
（
平
成
七
年
刊
・
本

誌
『
年
報
」
第
十
四
号
）
に
便
宜
上
付
し
た
一
ッ
書
の
各
条
の
通
し
番
号
１
～
蛇
条
ま
で
の
記
載
順
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
そ
れ
以
降
は
大
き
く

違
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
違
い
は
大
体
、
次
の
よ
う
な
Ａ
か
ら
Ｍ
（
丸
括
弧
の
内
は
通
し
番
号
、
以
下
同
様
）
の
グ
ル
ー
プ
に
纒
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
『
謡
秘
伝
抄
』
で
兜
条
に
な
る
と
こ
ろ
が
慶
安
五
年
の
版
本
は
Ａ
（
叩
）
で
、
以
下
に
続
い
て
Ｂ
（
皿
～
断
）
・
Ｃ
（
“
～

妬
）
．
，
（
伽
～
肥
）
・
Ｅ
（
兜
）
・
Ｆ
（
川
～
咄
）
・
Ｇ
（
伽
～
醜
）
・
Ｈ
（
ｗ
、
兇
）
・
Ｉ
（
断
）
・
Ｊ
（
的
、
伽
）
・
Ｋ
（
断
）
．
Ｌ

（
剛
～
脇
）
・
Ｍ
（
剛
～
Ⅷ
）
の
順
に
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
，
．
Ｇ
な
ど
は
、
さ
ら
に
グ
ル
ー
プ
内
の
一
シ
書
の
記
載
の
順
序
も
違
っ
て
い

っ
て
行
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
空
庵
は
、
慶
長
十
五
年
以
後
、
先
代
弥
右
衛
門
ら
日
吉
座
が
盛
ん
に
演
能
活
動
し
て
い
た
京
都
の
芸
能
市
場
と

し
て
の
可
能
性
と
、
そ
の
他
へ
の
愛
着
か
ら
、
観
世
座
を
離
脱
し
て
京
都
へ
移
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
と
御
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
天
野

文
雄
氏
が
紹
介
さ
れ
た
『
元
禄
十
五
年
日
吉
彦
大
夫
願
書
」
の
〔
由
緒
書
〕
（
「
能
楽
史
断
章
ｌ
新
資
料
の
紹
介
を
中
心
に
ｌ
」
「
上
田
女
子
短

期
大
学
紀
要
」
第
８
号
、
昭
和
帥
年
）
に
よ
れ
ば
、
「
空
庵
」
と
い
う
称
号
は
剃
髪
後
の
呼
称
で
あ
り
、
空
庵
が
「
権
守
」
（
補
任
）
で
あ
っ
た

と
さ
れ
る
。
本
書
の
末
尾
に
も
「
日
吉
弥
右
衛
門
権
守
空
庵
入
道
」
（
寛
文
五
年
）
と
署
名
さ
れ
て
い
る
の
で
、
江
戸
初
期
以
降
に
空
庵
を

「
権
守
」
と
称
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
確
か
な
生
没
年
は
不
明
な
が
ら
慶
長
年
間
に
活
躍
し
て
八
十
才
余
り
で

没
し
た
空
庵
が
、
本
書
の
奥
書
に
記
さ
れ
て
い
る
寛
文
五
年
頃
に
存
命
で
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
の
書
写
年
次
が
奥
書

の
通
り
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
「
日
吉
弥
右
衛
門
権
守
空
庵
入
道
」
の
記
述
は
仮
託
で
あ
ろ
う
。

と
は
言
え
、
表
氏
の
御
考
察
（
同
前
）
で
は
、
複
数
の
耆
騨
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
『
謡
之
秘
書
」
の
判
明
し
て
い
る
版
元
が
、
み
な
京
都

の
耆
騨
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
同
書
が
基
づ
い
た
謡
伝
言
が
や
は
り
日
吉
と
何
ら
か
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
た
め
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

〔
本
文
一

〔
一
ツ
ーシ
書
に
つ
い
て
〕
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四十一一二山岸文庫蔵『謡秘伝抄」解題

山
岸
本
「
謡
秘
伝
抄
」
と
慶
安
版
本
を
比
較
す
る
と
、
一
ッ
書
の
順
序
は
異
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
又
、
こ
の
山
岸
本
は
、
版
本
の
一
シ
害

を
分
割
し
た
り
纏
め
て
た
り
、
或
い
は
独
自
な
文
を
も
記
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
書
に
対
す
る
、
版
本
の
主
な
相
違
点

を
取
り
上
げ
た
い
。
ま
ず
は
、
慶
安
五
年
版
本
と
比
べ
た
場
合
の
校
異
を
次
に
記
す
。

①
「
扱
、
小
う
た
ひ
ハ
序
よ
り
謡
候
が
能
候
。
：
：
：
」
（
２
）
か
ら
．
、
そ
れ
ｊ
、
の
位
に
よ
り
て
替
へ
し
。
老
若
・
男
女
・
僧
俗
に

あ
り
」
（
４
）
ま
で
が
一
段
落
で
、
一
シ
書
に
し
て
い
な
い
。
「
そ
れ
ノ
ー
の
位
に
よ
り
て
」
は
道
歌
で
あ
り
、
版
本
の
記
述
が
正
し
い
の

フ

｡
○

〔
記
述
内
容
に
つ
い
て
〕

②
「
四
季
の
調
子
・
月
の
調
子
」
（
５
．
６
）
に
「
五
臓
の
こ
ゑ
」
が
加
え
ら
れ
て
一
シ
言
さ
れ
て
い
る
。
「
月
の
調
子
」
は
円
形
に
記
載
さ

れ
て
お
り
、
．
、
調
子
之
性
」
の
記
事
の
一
ッ
書
に
続
い
て
「
夫
、
調
子
ハ
両
調
子
か
ぬ
る
心
得
」
と
記
し
て
い
る
。

③
「
よ
き
音
曲
と
申
ハ
謡
の
面
、
。
：
：
．
」
（
聰
）
の
一
文
に
続
く
和
歌
が
「
逢
坂
の
関
の
清
水
に
影
見
へ
て
今
や
引
ら
ん
望
月
の
駒
」
だ

け
で
は
な
く
て
、
「
逢
坂
の
関
の
い
わ
か
と
ふ
ミ
な
ら
し
や
ま
た
ち
出
る
き
り
わ
ら
の
こ
ま
」
の
二
首
を
版
本
は
記
載
す
る
。
本
書
も
後

尚
、
こ
の
叫
条
以
降
の
順
序
は
、
慶
安
三
年
版
本
も
慶
安
五
年
版
本
と
同
様
で
あ
る
。

申
置
候
。

Ｌ
」
ふ
め
っ
て
、
「

文
に

で
あ
る
語
り
ｃ

初
の
一
首
ハ
、
何
の
ふ
し
も
な
け
れ
と
も
、
幾
度
吟
候
へ
共
、
口
に
も
あ
た
ら
す
、
耳
に
も
立
候
ハ
て
そ
の
感
ふ
か
し
。
後
一
首
ハ

打
聞
所
ハ
お
も
し
ろ
き
や
う
二
候
得
と
も
、
数
返
吟
し
候
ヘ
ハ
、
口
に
こ
わ
く
当
り
、
清
水
の
吾
ニ
ハ
無
下
に
お
と
り
候
と
古
人
も

「
初
の
一
首
」
「
後
一
首
」
と
説
明
し
て
い
る
か
ら
、
本
来
は
二
首
が
記
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
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④
「
一
、
当
座
の
花
。
つ
い
の
花
と
い
ふ
事
」
（
別
）
で
は
、
「
お
も
ふ
に
ハ
時
の
花
の
ミ
か
さ
し
つ
、
つ
い
の
花
を
ハ
打
わ
す
る
ら
ん
」
と

共
に
「
見
わ
た
せ
は
花
も
紅
葉
も
な
か
り
け
り
う
た
の
と
ま
や
の
あ
き
の
夕
く
れ
」
の
和
歌
が
あ
る
。
こ
れ
に
関
わ
る
両
本
の
内
容
は
同

文
の
部
分
も
含
ん
で
い
る
が
、
版
本
で
は
、
文
章
が
前
後
し
て
お
り
、
「
謡
ひ
や
う
の
合
点
を
能
被
成
候
而
」
以
下
の
道
歌
直
前
の
一
文

が
な
い
し
、
ま
た
山
岸
本
が
記
す
道
歌
の
う
ち
「
出
ぬ
よ
り
」
を
欠
く
（
道
歌
の
異
同
は
後
述
）
。
し
か
し
、
総
じ
て
当
座
の
花
・
対
の

花
の
説
明
は
、
版
本
の
ほ
う
が
分
か
り
や
す
い
。

⑤
「
一
、
縮
メ
テ
拍
子
二
合
候
ふ
し
、
た
け
の
都
ち
に
。
一
、
延
て
拍
子
二
合
候
ふ
し
、
来
て
鳴
く
声
を
聞
ハ
」
（
幻
・
蛆
）
は
謡
の
文
句

の
み
を
記
し
て
、
そ
の
間
に
は
「
一
、
し
の
に
も
の
お
も
ひ
」
（
〈
芭
蕉
〉
）
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。
．
、
上
ケ
端
に
し
や
う
ね
と
い
ふ
享

有
」
（
師
）
の
場
合
は
、
版
本
に
「
し
か
れ
ハ
う
ね
め
の
た
ハ
ふ
れ
の
、
し
の
ほ
と
の
う
た
ひ
や
う
」
（
〈
采
女
〉
）
と
説
明
が
あ
る
。
同
じ

く
、
山
岸
本
に
な
く
て
版
本
が
記
す
の
は
（
“
の
後
の
）
．
、
炎
天
寒
天
霊
》
せ
や
（
川
直
前
の
）
．
、
き
り
ハ
さ
し
ぬ
き
と
て
、

謡
お
さ
め
を
か
る
く
す
て
、
謡
出
し
を
前
へ
か
け
て
う
た
ひ
い
た
し
申
候
」
も
あ
る
。

⑥
「
一
、
し
や
う
ク
の
習
の
事
。
一
、
宮
商
角
微
羽
」
（
団
・
記
）
と
「
川
中
開
口
の
事
」
（
粥
）
の
項
目
の
順
が
、
版
本
で
は
逆
に
な
っ
て

い
る
。
し
か
も
「
口
中
開
口
の
事
」
を
説
明
す
る
「
一
、
あ
い
う
ゑ
を
」
（
別
）
以
下
「
一
、
わ
い
う
ゑ
を
」
（
侭
）
が
図
表
で
示
さ
れ
て

⑦
「
一
、
シ
テ
ト
ワ
キ
ト
ッ
レ
と
の
心
得
」
（
池
）
で
は
記
載
の
道
歌
が
同
じ
も
の
の
、
版
本
に
は
「
わ
き
と
し
て
と
の
こ
、
ろ
え
」
と
し

て
、
ツ
レ
の
記
述
が
な
く
、
短
い
異
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⑧
「
一
、
シ
テ
ト
ワ
キ
ト
問
答
の
う
ち
、
地
へ
渡
し
様
の
心
得
」
（
祠
）
と
「
一
、
曲
舞
を
序
破
急
卜
三
ッ
に
弧
分
候
」
（
蹄
）
は
、
何
れ
も

帥
字
程
度
の
短
い
解
説
だ
が
、
版
本
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

⑨
「
一
、
謡
を
つ
な
ぐ
と
云
事
有
。
大
秘
事
に
て
候
」
（
兜
）
に
相
応
す
る
慶
安
五
年
版
本
の
一
ッ
書
は
、
「
一
、
う
た
ひ
を
な
く
と
い
ふ
事

い
》
々
。
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一
、
脇
能
の
次
第
二
、
五
段
の
次
第
・
七
段
の
次
第
と
て
御
入
候
。
是
に
、
し
ん
・
さ
う
有
。
又
、
て
か
し
ら
御
入
候
而
、
其
頭
よ

り
打
申
候
迄
ハ
、
脇
出
不
申
候
。
一
れ
ゐ
、
わ
き
か
い
こ
、
脇
の
鼓
の
打
様
。

と
あ
る
が
、
版
本
は
「
一
、
脇
能
に
ハ
出
か
し
ら
と
い
ふ
事
あ
り
」
．
、
か
い
こ
の
を
き
つ
、
み
、
常
の
こ
と
く
そ
さ
う
に
う
ち
、
先

置
な
り
」
「
一
、
た
つ
は
い
、
わ
き
、
常
の
お
き
鼓
に
て
脇
出
申
候
」
と
、
よ
り
詳
細
に
説
明
し
て
い
る
。

⑭
「
一
、
大
か
へ
し
」
（
剛
）
の
一
ッ
書
は
、
版
本
に
な
い
・

一
方
、
慶
安
三
年
版
本
の
異
同
は
、
一
ッ
書
（
改
行
・
内
容
の
纒
ま
り
）
の
設
定
が
異
な
っ
て
も
、
そ
の
大
概
は
慶
安
五
年
版
本
と
同
じ
で

あ
る
。
但
し
慶
安
三
年
版
本
に
は
、
目
次
が
あ
っ
て
、
本
文
が
「
恐
れ
お
ほ
し
と
い
へ
と
も
、
初
心
の
た
め
御
笑
草
の
種
を
書
付
進
之
候
」
か

ら
始
ま
り
、
ま
た
前
掲
の
②
で
指
摘
し
た
「
五
臓
の
こ
ゑ
」
と
、
③
の
（
和
歌
直
前
の
）
「
よ
き
音
曲
と
申
ハ
」
以
下
（
約
沁
字
）
の
文
章
が

⑫
．
、
上
り
僧
．

⑬
山
岸
本
（
剛
）
で

⑩
山
岸
本
の
拍
子
の
関
わ
る
記
事
（
伽
～
剛
）
の
う
ち
、
版
本
は
「
一
、
拍
子
、
句
切
に
有
」
屈
）
と
同
内
容
の
や
や
詳
細
な
異
文
を
記

す
。
「
二
拍
子
・
三
拍
子
・
六
シ
拍
子
・
セ
ツ
拍
子
」
（
”
・
伽
・
皿
・
唖
）
の
各
項
目
は
な
い
。
ま
た
「
右
の
拍
子
共
、
か
や
う
に
こ
ま

や
か
に
存
候
人
、
当
代
可
有
候
」
（
剛
）
の
記
述
は
な
い
が
、
そ
の
代
わ
り
に
「
打
切
・
謡
出
し
の
五
拍
子
」
を
一
シ
言
と
し
て
、
図
式

（
咄
）
の
後
に
は
打
切
に
つ
い
て
の
別
字
程
の
説
明
が
あ
る
。

⑪
「
此
道
、
す
き
な
き
人
ハ
・
・
・
：
．
」
屈
）
「
一
、
謡
手
も
鼓
の
う
ち
や
う
不
存
候
而
ハ
、
・
・
・
：
．
」
（
剛
）
は
版
本
に
な
い
。
こ
れ
ら
は
、

直
前
に
記
さ
れ
た
道
歌
（
ふ
み
あ
て
ハ
）
の
解
説
的
内
容
と
思
わ
れ
る
の
で
、
道
歌
が
な
い
た
め
に
こ
の
文
章
も
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

⑫
．
、
上
り
僧
．
下
り
僧
」
（
Ⅳ
）
に
つ
い
て
、
版
本
で
は
「
一
、
上
り
僧
ハ
定
家
」
．
、
下
り
僧
ハ
江
口
」
と
分
け
て
解
説
す
る
。

あ
り
。
少
の
事
に
て
候
へ
共
、
口
仁

の
一
節
を
引
用
し
た
説
明
は
な
い
。 口
伝
な
く
て
ハ
耆
あ
か
し
か
た
く
候
」
と
思
わ
れ
る
が
、
山
岸
本
の
よ
う
な
〈
高
砂
・
定
家
・
源
氏
供
養
〉

再
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山
岸
文
庫
蔵
「
謡
秘
伝
抄
」
で
は
、
謡
の
心
得
を
音
曲
道
歌
に
よ
っ
て
説
く
記
事
が
少
な
く
な
い
。
音
曲
道
歌
と
は
、
能
や
卿
子
・
謡
の
心

得
を
和
歌
に
読
み
込
ん
だ
も
の
で
、
室
町
後
期
以
降
、
主
に
能
伝
害
・
謡
伝
言
の
一
部
や
単
独
で
も
言
写
さ
れ
て
流
布
し
、
江
戸
期
の
謡
伝
耆

の
刊
行
で
一
層
広
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
当
然
『
謡
秘
伝
抄
」
も
そ
れ
を
取
り
入
れ
て
解
説
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
「
謡
秘
伝

抄
」
が
収
め
る
道
歌
は
、
鼓
関
係
の
伝
言
（
宮
増
弥
左
衛
門
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
歌
仙
系
道
歌
群
と
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
増
訂
さ
れ
て
最

も
広
く
流
布
し
た
音
曲
道
歌
群
の
音
曲
百
首
系
と
宮
増
弥
左
衛
門
親
賢
系
道
歌
群
の
宮
増
鼓
道
歌
（
鴻
山
文
庫
蔵
等
に
伝
存
す
る
室
町
末
期
筆

の
宮
増
親
賢
奥
耆
の
巻
子
本
）
に
見
え
る
歌
を
含
ん
で
い
る
。
道
歌
の
所
収
数
全
認
首
の
中
、
冒
頭
の
部
分
で
（
「
し
ゆ
あ
ミ
」
と
誤
写
し
て

い
る
が
）
音
阿
弥
に
仮
託
さ
れ
て
い
る
「
音
曲
百
首
系
道
歌
」
は
詔
首
で
、
「
宮
増
鼓
道
歌
」
は
ｎ
首
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
道
歌
は
、
伝
承

過
程
で
随
時
改
訂
さ
れ
て
ゆ
く
も
の
な
の
で
、
語
句
の
違
い
は
あ
っ
て
も
句
の
形
が
似
て
趣
意
が
同
じ
で
あ
れ
ば
同
一
歌
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

故
に
、
本
書
と
慶
安
版
本
の
影
響
関
係
を
踏
ま
え
て
、
両
書
の
校
異
か
ら
も
同
じ
道
歌
を
記
載
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

『
謡
秘
伝
抄
』
と
「
謡
之
秘
書
』
の
収
め
る
道
歌
が
ま
っ
た
く
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
『
謡
之
秘
書
」
は
全
認
首
を
収
め
て
お
り
、
道

歌
の
数
が
少
な
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
山
岸
文
庫
本
（
凹
条
）
に
記
す
音
曲
道
歌
の
一
群
は

Ａ
師
匠
に
も
問
す
ハ
い
か
て
教
ゆ
へ
き
心
を
く
た
き
念
比
に
と
へ

Ｂ
す
る
は
さ
と
問
ふ
を
恥
と
や
お
も
ふ
ら
ん
問
い
ハ
つ
ゐ
の
恥
と
こ
そ
き
け

Ｃ
音
曲
を
き
ハ
む
る
ほ
と
の
者
な
り
と
猶
奥
ふ
か
き
事
を
案
せ
よ

，
人
こ
と
を
わ
る
く
云
な
す
心
得
ハ
我
身
の
あ
た
に
な
る
を
し
ら
す
や

Ｅ
兎
に
角
に
指
を
さ
し
つ
、
笑
ふ
と
も
道
を
嗜
む
事
を
の
ミ
し
れ

省
か
れ
て
い
る
点
な
ど
は
異
な
っ
て
い
る
。

〔
音
曲
道
歌
に
つ
い
て
〕

山
岸
文
庫
蔵
「
謡
秘
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四十一一二山岸文庫蔵「謡秘伝抄』解題

Ｆ
上
手
こ
そ
物
き
ら
い
す
る
事
そ
な
き
や
う
か
ま
し
き
ハ
下
手
の
く
せ
な
り

Ｇ
嗜
ま
ん
人
と
ハ
か
た
を
当
世
は
物
し
り
た
て
と
笑
ふ
な
り
け
り

Ｈ
下
手
こ
そ
ハ
上
手
の
上
の
か
さ
り
な
れ
何
と
わ
る
く
と
そ
し
り
は
し
す
な

Ｉ
其
人
の
弟
子
と
い
ひ
た
る
斗
に
て
な
さ
ぬ
稽
古
に
師
は
し
恨
む
る

と
纒
め
て
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
相
応
す
る
慶
安
五
年
版
本
で
は
「
一
、
大
鼓
ひ
つ
と
り
候
て
小
つ
、
み
の
本
地
に
う
ち
候
事
」
の
項
と
し

て
『
六
諾
」
の
引
用
か
ら
師
弟
関
係
を
説
き
、
次
の
よ
う
に
音
曲
道
歌
（
対
応
の
小
文
字
を
付
す
）
を
記
す
。

ａ
師
匠
に
も
と
ハ
す
は
い
か
て
を
し
ゆ
へ
き
こ
こ
ろ
を
く
た
き
ね
ん
こ
ろ
に
と
へ

ｂ
能
心
と
ふ
を
は
ち
と
や
お
も
ふ
ら
ん
と
ハ
ぬ
ハ
つ
い
の
は
ち
と
こ
そ
き
け

Ｃ
音
曲
を
き
ハ
む
る
ほ
と
の
物
な
り
と
な
を
お
く
ふ
か
き
事
を
あ
ん
せ
よ

（
ｆ
）
上
手
ハ
何
に
つ
け
て
も
物
き
ら
ひ
す
る
事
ハ
な
し
、
（
ｈ
）
何
と
わ
る
く
と
そ
し
り
ハ
し
す
な
、
あ
る
ひ
ハ
（
ｉ
）
誰
人
の
弟
子

に
て
候
と
は
か
り
に
て
け
い
こ
も
せ
す
し
て
、
ど
こ
ぞ
に
て
お
ち
と
の
あ
り
し
と
き
ハ
か
や
う
に
を
し
へ
ら
れ
た
事
の
、
な
ら
ふ
た
事
の

と
申
て
師
の
は
ち
を
い
ふ
事
あ
り
。
御
た
し
な
み
有
へ
き
事
に
て
候
。

ａ
．
Ｃ
は
同
歌
で
、
ｂ
は
初
句
が
「
す
る
は
さ
」
と
「
能
心
」
に
異
同
が
あ
る
も
の
の
同
じ
と
見
な
せ
る
歌
で
あ
り
、
，
．
Ｅ
・
Ｇ
の
歌
は
欠

い
て
い
る
。
ｆ
・
ｈ
．
ｉ
は
散
文
の
形
で
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
両
本
を
通
観
す
る
と
、
右
の
，
．
Ｅ
・
Ｇ
の
３
首
に
次
の

Ｊ
身
の
う
へ
に
お
ほ
え
は
く
せ
も
よ
も
あ
ら
し
常
に
鏡
に
向
ひ
て
も
見
よ

Ｋ
出
ぬ
よ
り
猶
つ
る
声
の
音
曲
の
よ
こ
し
ま
な
る
そ
せ
う
し
成
け
る

Ｌ
鼓
を
ハ
打
テ
ハ
は
や
す
と
思
ふ
ら
ん
心
を
や
り
て
う
つ
ハ
ま
れ
な
り

Ｍ
ふ
ミ
あ
て
ハ
目
く
ら
も
へ
ひ
も
お
ち
つ
へ
し
し
ら
ぬ
ハ
や
す
き
和
寄
の
道
か
な
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踏
み
当
て
ば
盲
も
蛇
に
怖
ぢ
つ
く
し
知
ら
で
や
す
き
は
う
た
ひ
な
り
け
り

と
、
同
歌
（
表
章
氏
同
論
考
）
で
あ
る
。
ま
た
本
書
は
「
年
ふ
れ
ハ
替
る
こ
と
の
ミ
多
き
中
に
鼓
を
は
や
す
う
た
ひ
て
も
か
な
」
の
作
を
宮
増

弥
左
衛
門
と
す
る
が
、
慶
安
五
年
版
本
で
は
定
垣
弥
左
衛
門
と
明
記
し
て
お
り
、
人
名
が
違
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
道
歌
に
つ
い
て
、
慶
安
三
年
版
「
謡
花
伝
書
」
を
見
る
と
、
項
目
立
て
は
同
一
で
、
先
の
道
歌
Ａ
～
Ｍ
の
う
ち
で
，
．
Ｅ
・
Ｇ
．

Ｊ
・
Ｌ
．
Ｍ
は
五
年
版
と
同
様
に
記
さ
れ
て
い
な
い
。
（
Ａ
・
Ｂ
に
続
い
て
は
）
Ｆ
・
Ｈ
・
Ｉ
の
道
歌
の
形
に
な
っ
て
お
り
、
ま
た
慶
安
五
年

版
本
の
記
さ
な
か
っ
た
Ｋ
を
収
め
る
が
、
そ
の
代
わ
り
に
五
年
版
に
あ
っ
た
Ｃ
と
、

Ｎ
調
ひ
出
す
心
を
何
と
持
ぬ
ら
ん
し
う
に
も
の
い
ふ
こ
こ
ろ
成
へ
し

が
な
く
て
、
記
載
す
る
音
曲
道
歌
は
妬
首
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
年
ふ
れ
ハ
替
る
こ
と
の
ミ
多
き
中
に
」
に
は
、
山
岸
本
と
同
じ
く
宮
増

Ｍ
の
歌
は
、

曲
口
伝
奇
」

弥
左
衛
門
の
名
を
記
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
写
本
の
山
岸
本
と
慶
安
年
代
の
版
本
の
内
容
に
関
連
が
あ
る
こ
と
は
、
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
奥
書
に
よ
っ
て
「
謡
之
秘
書
」

の
刊
行
が
『
謡
秘
伝
抄
」
の
書
写
年
次
よ
り
も
早
い
と
は
言
っ
て
も
、
両
耆
の
本
文
の
校
異
か
ら
考
え
れ
ば
「
謡
秘
伝
抄
」
は
慶
安
版
本
の
単

な
る
転
写
本
で
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
書
の
有
り
様
を
知
る
上
で
『
謡
之
秘
書
」
に
関
わ
る
写
本
を
参
照
し
た
い
。

の
４
首
を
加
え
た
７
首
は
、
『
謡
秘
伝
抄
』
に
あ
っ
て
慶
安
五
年
版
本
に
な
い
道
歌
で
あ
る
。
ま
た
Ｊ
の
道
歌
は
、

謡
ふ
時
身
な
り
顔
持
ち
口
癖
は
常
に
鏡
に
向
か
ひ
て
も
見
よ
［
歌
仙
系
道
歌
］

身
の
う
へ
に
お
ほ
え
（
く
せ
ハ
よ
も
あ
ら
じ
た
が
ひ
ニ
さ
た
を
友
二
と
へ
か
し
［
宮
増
鼓
道
歌
］

の
双
方
の
上
句
と
下
句
（
表
章
氏
「
音
曲
道
歌
雑
考
」
「
能
楽
史
新
考
（
こ
こ
所
収
）
を
取
り
合
わ
せ
た
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

Ｍ
の
歌
は
、
歌
仙
系
道
歌
群
と
考
え
ら
れ
て
い
る
般
若
窟
文
庫
蔵
「
永
正
大
永
元
安
伝
耆
」
の
末
部
に
記
載
の
音
阿
弥
仮
託
の
音
曲
道
歌
「
音

に
附
加
さ
れ
た
ら
し
い
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四十一一二山岸文庫蔵「謡秘伝抄」解題

管
見
に
入
っ
た
『
謡
之
秘
書
」
系
統
の
写
本
と
し
て
は
、
前
出
の
「
大
野
本
」
の
他
に
、
岩
国
徴
古
館
蔵
本
や
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵

本
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
三
種
の
写
本
を
慶
安
版
本
と
比
べ
た
場
合
、
ま
ず
「
大
野
本
」
に
関
し
て
は
、
奥
書
は
前
述
の
通
り
、
一
シ
害
の
並
び

は
同
様
で
、
文
字
遣
い
や
言
い
回
し
が
違
っ
た
り
、
短
文
の
一
ッ
書
（
一
、
一
座
の
功
者
よ
り
先
立
な
い
か
し
ろ
に
致
事
。
一
、
人
の
弧
し
小

謡
ま
た
謡
直
す
や
う
に
調
事
。
一
、
我
高
調
出
し
人
に
は
か
り
う
た
わ
す
る
事
）
が
付
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
記
載
内
容
は
慶
安
版
本
と
同

じ
で
あ
る
。
音
曲
道
歌
の
所
収
歌
は
、
全
沁
首
で
多
少
の
出
入
り
は
あ
る
が
、
版
本
と
ほ
と
ん
ど
同
歌
で
あ
る
。
さ
ら
に
又
「
大
野
本
」
で
は
、

本
文
に
続
い
て
「
四
季
ノ
小
謡
」
（
春
〈
音
信
は
松
に
こ
と
と
ふ
〉
・
夏
〈
頼
む
誓
は
此
神
に
〉
・
秋
く
い
さ
や
歩
ミ
を
運
ん
〉
・
冬
〈
肩
上

の
笠
に
ハ
〉
）
が
あ
っ
て
奥
書
と
な
り
、
同
様
に
「
曲
舞
の
出
声
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。

岩
国
徴
古
館
蔵
本
に
は
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
一
ッ
書
の
順
は
お
お
む
ね
版
本
と
等
し
い
（
所
収
の
道
歌
は
全
羽
首
で
、
し
か
も

「
年
ふ
れ
ハ
」
は
定
垣
の
歌
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
慶
安
五
年
版
本
と
一
致
す
る
）
が
、
一
シ
言
の
各
条
や
本
文
の
省
略
が
甚
だ
し
く
、
代
わ

っ
て
図
と
笛
と
の
比
較
に
よ
る
尺
八
の
解
説
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。

延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
の
仮
託
の
奥
書
を
持
っ
た
演
劇
博
物
館
蔵
の
写
本
は
、
や
は
り
記
事
の
出
入
り
（
音
曲
道
歌
全
妬
首
所
収
）
は
あ

る
が
、
記
載
の
順
や
内
容
は
版
本
、
特
に
（
「
五
臓
の
こ
ゑ
」
・
宮
増
の
歌
の
明
記
等
か
ら
し
て
）
慶
安
三
年
版
に
準
じ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
、

奥
書
の
文
言
は
異
な
る
も
の
の
、
大
野
本
と
同
じ
「
四
季
ノ
小
謡
」
や
。
呂
王
三
郎
・
観
世
小
次
郎
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
演
劇

四
、
写
本
『
謡
之
秘
書
』
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博
物
館
蔵
本
は
、
そ
の
先
後
が
不
明
な
が
ら
、
版
本
と
は
異
な
る
『
謡
之
秘
書
」
系
の
大
野
本
に
近
い
写
本
と
も
言
え
よ
う
か
。
ま
た
「
宮

王
・
観
世
」
と
「
延
享
二
年
大
久
保
市
之
尉
藤
原
忠
盈
」
の
二
種
の
奥
書
の
間
に
「
外
秘
事
聞
留
」
以
下
〈
卒
都
婆
小
町
・
三
井
寺
〉
等
の
嚥

子
に
関
す
る
記
事
が
あ
り
、
末
尾
に
は
脇
句
発
句
（
厳
生
堂
／
俳
名
岫
竹
）
が
あ
る
。
尚
、
演
劇
博
物
館
蔵
の
写
本
『
謡
之
秘
書
』
と
山
岸
文

庫
蔵
写
本
の
本
文
の
校
異
に
よ
っ
て
、
両
書
の
直
接
的
な
関
係
は
見
出
せ
な
か
っ
た
が
、
山
岸
本
に
も
〈
雲
林
院
・
定
家
〉
等
に
関
わ
る
嚥
子

の
注
と
俳
句
の
付
記
が
あ
る
の
で
、
こ
の
点
は
興
味
深
い
。

「
謡
秘
伝
抄
』
は
、
版
本
や
そ
の
他
の
写
本
と
比
べ
た
結
果
、
版
本
や
写
本
で
流
布
し
た
「
謡
之
秘
書
』
系
統
の
写
本
で
あ
る
こ
と
は
確
実

で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
『
謡
秘
伝
抄
」
に
は
、
列
挙
し
た
（
４
～
叩
頁
）
よ
う
な
一
シ
害
の
順
序
の
相
違
、
記
事
に
関
す
る
誤
写

（
①
）
と
脱
文
（
②
③
⑤
）
或
い
は
改
変
（
④
⑥
⑫
⑬
）
、
独
自
な
引
用
の
本
文
（
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑭
）
や
他
の
道
歌
（
，
．
Ｅ
・
Ｇ
．
Ｊ
・
Ｌ
．

Ｍ
）
の
記
載
等
々
の
特
色
が
見
受
け
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
先
（
③
）
に
異
同
を
言
及
し
た

よ
き
音
曲
と
申
ハ
謡
の
面
、
す
る
ノ
ー
と
し
て
か
る
ノ
、
と
、
上
ハ
ふ
し
も
な
き
や
う
に
聞
て
底
に
ふ
し
籠
て
、
延
ち
、
め
沢
山
に
て
、

其
境
、
耳
に
立
候
ハ
ぬ
や
う
二
う
た
ひ
候
物
と
申
伝
候
。

の
部
分
に
つ
い
て
も
、
山
岸
本
・
大
野
本
・
演
博
写
本
（
「
延
享
二
年
大
久
保
市
之
尉
写
」
）
と
慶
安
五
年
版
に
あ
っ
て
、
慶
安
三
年
版
に
は
な

い
。
と
こ
ろ
が
、
同
項
の
末
尾
に

昔
ハ
人
の
根
気
つ
よ
く
し
て
、
同
こ
と
を
幾
色
も
名
を
付
習
に
て
候
と
申
置
た
る
と
見
へ
申
候
。
今
ハ
人
の
心
短
く
な
り
、
く
と
き
事
を

は
の
け
候
て
、
大
形
い
り
候
ハ
て
不
叶
事
斗
を
害
明
し
申
候
。

五
、
山
岸
文
庫
蔵
『
謡
秘
伝
抄
』
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・
・
・
：
．
閑
曲
ハ
右
二
申
こ
と
く
、
同
曲
成
就
し
て
打
よ
せ
て
謡
候
二
よ
り
、
乱
曲
共
書
申
候
。
引
歌
・
た
と
へ
な
と
数
多
云
置
候
得
共
、

い
か
ほ
と
見
申
て
も
合
点
不
参
物
二
て
候
。
小
謡
一
ッ
と
五
色
二
声
を
か
へ
て
調
分
る
人
ニ
ハ
、
稽
古
可
有
候
。
一
度
に
て
合
点
可
参
候
。

当
代
、
左
様
ニ
ハ
謡
分
候
人
、
稀
二
候
。
祝
言
を
不
祝
言
に
御
謡
候
衆
は
か
り
に
て
候
。

と
あ
っ
て
、
少
し
ば
か
り
の
異
同
が
あ
る
も
の
の
、
版
本
・
写
本
の
何
れ
の
記
載
も
同
じ
と
言
え
る
。
尤
も
慶
安
五
年
版
本
だ
け
は
．
度
に

て
合
点
可
参
候
」
以
下
を
．
、
座
に
て
も
御
合
点
可
参
候
。
」
と
一
ッ
書
の
別
立
て
に
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
．
度
」
が
本
来
の
形
で
、
慶

安
五
年
版
の
別
立
て
は
誤
り
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
謡
伝
言
諸
本
の
影
響
関
係
を
断
定
す
る
こ
と
は
、
一
様
に
困
難
で
あ
る
。
だ
が
、
例
示
し
た
よ
う
に
、
山
岸
文
庫
蔵
の
本
書
は
、
慶

安
版
本
の
転
写
本
で
も
省
略
本
で
も
な
い
よ
う
だ
し
、
大
野
本
・
演
博
本
の
両
写
本
と
酷
似
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
「
謡
之
秘
書
』
系
統

の
中
で
は
、
か
な
り
特
異
な
一
本
と
言
え
よ
う
。
と
す
れ
ば
、
伝
来
過
程
に
お
い
て
多
数
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
慶
安
版
本
の
底
本
と
な
っ

た
写
本
の
一
つ
に
、
「
謡
秘
伝
抄
』
が
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
た
い
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。

と
い
う
一

（
叩
）
は
、

末
筆
な
が
ら
、
解
題
執
筆
の
遅
延
を
御
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
・
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
よ
り
は
、
貴
重

な
資
料
の
閲
覧
を
御
許
し
頂
き
ま
し
た
。
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

節
が
あ
る
の
は
大
野
本
・
演
博
写
本
・
慶
安
三
年
版
で
、
山
岸
本
と
慶
安
五
年
版
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
音
曲
説
の
項
目
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